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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月29日(2012.2.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無機系バインダーまたは有機系バインダーに、質量％で、Ｍｇ：０．０１～３０％を含
有し、残部Ｚｎ及び不可避的不純物からなるＺｎ合金粒子を乾燥塗膜換算で３０質量％以
上分散させた高耐食性防錆塗料であって、前記Ｚｎ合金粒子は、物理的破砕面および／ま
たは長さ０．０１μｍ以上のき裂もしくは深さ０．０１μｍ以上のき裂を有し、かつ、一
つのピークとその両側の裾野からなる粒径頻度分布を有するピーク粒径０．０５～５μｍ
の細粒Ｚｎ合金粒子と、別の一つのピークとその両側の裾野からなる粒径頻度分布を有す
るピーク粒径６～１００μｍの粗粒Ｚｎ合金粒子とからなり、これら全Ｚｎ合金粒子に占
める粒径０．０５～５μｍのＺｎ合金粒子の割合が、体積％で、５～９９％であることを
特徴とする、高耐食性防錆塗料。
【請求項２】
　無機系バインダーまたは有機系バインダーに、質量％で、Ｍｇ：０．０１～３０％を含
有し、残部Ｚｎ及び不可避的不純物からなるＺｎ合金粒子を乾燥塗膜換算で３０質量％以
上分散させた高耐食性防錆塗料であって、前記Ｚｎ合金粒子は、物理的破砕面および／ま
たは長さ０．０１μｍ以上のき裂もしくは深さ０．０１μｍ以上のき裂を有し、かつ、一
つのピークとその両側の裾野からなる粒径頻度分布を有する平均粒径０．０１～５μｍの
細粒Ｚｎ合金粒子と、別の一つのピークとその両側の裾野からなる粒径頻度分布を有する
平均粒径６～１００μｍの粗粒Ｚｎ合金粒子とからなり、これら前記細粒および粗粒Ｚｎ
合金粒子に占める前記細粒Ｚｎ合金粒子の割合が、体積％で、５～９９％であることを特
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徴とする、高耐食性防錆塗料。
【請求項３】
　前記Ｚｎ合金粒子が、更に、質量％で、Ａｌ：０．０１～３０％、Ｓｉ：０．０１～３
％の１種又は２種を含有することを特徴とする、請求項１または２に記載の高耐食性防錆
塗料。
【請求項４】
　前記Ｚｎ合金粒子の最大径と最小径のアスペクト比（最大径／最小径）の平均値が１～
１．５であることを特徴とする、請求項１～３の何れか１項に記載の高耐食性防錆塗料。
【請求項５】
　前記Ｚｎ合金粒子は、破砕面および／またはき裂にＭｇ固溶相及びＺｎ－Ｍｇ金属間化
合物を有することを特徴とする、請求項１～４の何れか１項に記載の高耐食性防錆塗料。
【請求項６】
　前記Ｚｎ－Ｍｇ金属間化合物が、ＭｇＺｎ2、Ｍｇ2Ｚｎ11、Ｍｇ2Ｚｎ3、ＭｇＺｎ、Ｍ
ｇ7Ｚｎ3の１種又は２種以上からなることを特徴とする、請求項５に記載の高耐食性防錆
塗料。
【請求項７】
　前記Ｚｎ合金粒子は、複数面体であることを特徴とする、請求項１～６の何れか１項に
記載の高耐食性防錆塗料。ここで、１つの閉じた稜線で囲まれた平面または曲面を１つの
面とする。
【請求項８】
　前記細粒及び粗粒Ｚｎ合金粒子に加え、さらにＺｎ及び不可避的不純物からなるＺｎ金
属粒子を混合したことを特徴とする、請求項１～７の何れか１項に記載の高耐食性防錆塗
料。
【請求項９】
　前記細粒及び粗粒Ｚｎ合金粒子に加え、さらに平均粒径０．０５～５０μｍのＺｎ及び
不可避的不純物からなるＺｎ金属粒子を分散させた高耐食性防錆塗料であって、全金属粒
子の総和に占める粒径０．０５～５μｍのＺｎ合金粒子の合計体積％が５～９９％であり
、かつ、全金属粒子を乾燥塗膜換算で合計３０質量％以上分散させたことを特徴とする、
請求項１～７の何れか１項に記載の高耐食性防錆塗料。
【請求項１０】
　更に、質量％で、（前記細粒及び粗粒Ｚｎ合金粒子量）：（前記平均粒径０．０５～５
０μｍのＺｎ及び不可避的不純物からなるＺｎ金属粒子量）の比の値を１／ｘとしたとき
、ｘが３００．０以下であることを特徴とする、請求項９記載の高耐食性防錆塗料。
【請求項１１】
　質量％で、前記Ｚｎ合金粒子と前記平均粒径０．０５～５０μｍのＺｎ及び不可避的不
純物からなるＺｎ金属粒子との混合粒子の合計を１００％としたとき、該混合粒子中のＭ
ｇの含有量が０．０１～３０％未満であることを特徴とする、請求項１０記載の高耐食性
塗料。
【請求項１２】
　請求項１～１１の何れか１項に記載の高耐食性防錆塗料が塗装された鉄鋼材料であって
、乾燥塗装厚みが２～７００μｍであり、前記細粒及び粗粒Ｚｎ合金粒子が塗膜中に分散
していることを特徴とする、高耐食性鉄鋼材料。
【請求項１３】
　乾燥塗膜の最表層１０％厚さ領域での粒径０．０５～５μｍの前記細粒Ｚｎ合金粒子の
含有割合が、乾燥塗膜全体の粒径０．０５～５μｍの細粒Ｚｎ合金粒子の含有割合の２倍
以上であることを特徴とする、請求項１２に記載の高耐食性鉄鋼材料。
【請求項１４】
　請求項１２または請求項１３に記載の高耐食性鉄鋼材料を一部又は全部に有することを
特徴とする、鋼構造物。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明は、以上のような検討に基づきなされたものであり、その特徴は以下の通りであ
る。
〔１〕無機系バインダーまたは有機系バインダーに、質量％で、Ｍｇ：０．０１～３０％
を含有し、残部Ｚｎ及び不可避的不純物からなるＺｎ合金粒子を乾燥塗膜換算で３０質量
％以上分散させた高耐食性防錆塗料であって、前記Ｚｎ合金粒子は、物理的破砕面および
／または長さ０．０１μｍ以上のき裂もしくは深さ０．０１μｍ以上のき裂を有し、かつ
、一つのピークとその両側の裾野からなる粒径頻度分布を有するピーク粒径０．０５～５
μｍの細粒Ｚｎ合金粒子と、別の一つのピークとその両側の裾野からなる粒径頻度分布を
有するピーク粒径６～１００μｍの粗粒Ｚｎ合金粒子とからなり、これら全Ｚｎ合金粒子
に占める粒径０．０５～５μｍのＺｎ合金粒子の割合が、体積％で、５～９９％であるこ
とを特徴とする、高耐食性防錆塗料。
〔２〕　無機系バインダーまたは有機系バインダーに、質量％で、Ｍｇ：０．０１～３０
％を含有し、残部Ｚｎ及び不可避的不純物からなるＺｎ合金粒子を乾燥塗膜換算で３０質
量％以上分散させた高耐食性防錆塗料であって、前記Ｚｎ合金粒子は、物理的破砕面およ
び／または長さ０．０１μｍ以上のき裂もしくは深さ０．０１μｍ以上のき裂を有し、か
つ、一つのピークとその両側の裾野からなる粒径頻度分布を有する平均粒径０．０１～５
μｍの細粒Ｚｎ合金粒子と、別の一つのピークとその両側の裾野からなる粒径頻度分布を
有する平均粒径６～１００μｍの粗粒Ｚｎ合金粒子とからなり、これら前記細粒および粗
粒Ｚｎ合金粒子に占める前記細粒Ｚｎ合金粒子の割合が、体積％で、５～９９％であるこ
とを特徴とする、高耐食性防錆塗料。
〔３〕前記Ｚｎ合金粒子が、更に、質量％で、Ａｌ：０．０１～３０％、Ｓｉ：０．０１
～３％の１種又は２種を含有することを特徴とする、前記〔１〕または〔２〕に記載の高
耐食性防錆塗料。
〔４〕前記Ｚｎ合金粒子の最大径と最小径のアスペクト比（最大径／最小径）の平均値が
１～１．５であることを特徴とする、前記〔１〕～〔３〕の何れか１項に記載の高耐食性
防錆塗料。
〔５〕前記Ｚｎ合金粒子は、破砕面および／またはき裂にＭｇ固溶相及びＺｎ－Ｍｇ金属
間化合物を有することを特徴とする、前記〔１〕～〔４〕の何れかに記載の高耐食性防錆
塗料。
〔６〕前記Ｚｎ－Ｍｇ金属間化合物が、ＭｇＺｎ2、Ｍｇ2Ｚｎ11、Ｍｇ2Ｚｎ3、ＭｇＺｎ
、Ｍｇ7Ｚｎ3の１種又は２種以上からなることを特徴とする、前記〔５〕に記載の高耐食
性防錆塗料。
〔７〕前記Ｚｎ合金粒子は、複数面体であることを特徴とする、前記〔１〕～〔６〕の何
れかに記載の高耐食性防錆塗料。ここで、１つの閉じた稜線で囲まれた平面または曲面を
１つの面とする。
〔８〕前記細粒及び粗粒Ｚｎ合金粒子に加え、さらにＺｎ及び不可避的不純物からなるＺ
ｎ金属粒子を混合したことを特徴とする、〔１〕～〔７〕の何れかに記載の高耐食性防錆
塗料。
〔９〕前記細粒及び粗粒Ｚｎ合金粒子に加え、さらに平均粒径０．０５～５０μｍのＺｎ
及び不可避的不純物からなるＺｎ金属粒子を分散させた高耐食性防錆塗料であって、全金
属粒子の総和に占める粒径０．０５～５μｍのＺｎ合金粒子の合計体積％が５～９９％で
あり、かつ、全金属粒子を乾燥塗膜換算で合計３０質量％以上分散させたことを特徴とす
る、〔１〕～〔７〕の何れかに記載の高耐食性防錆塗料。
〔１０〕更に、質量％で、（前記細粒及び粗粒Ｚｎ合金粒子量）：（前記平均粒径０．０
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５～５０μｍのＺｎ及び不可避的不純物からなるＺｎ金属粒子量）の比の値を１／ｘとし
たとき、ｘが３００．０以下であることを特徴とする前記〔９〕に記載の高耐食性防錆塗
料。
〔１１〕質量％で、前記Ｚｎ合金粒子と前記平均粒径０．０５～５０μｍのＺｎ及び不可
避的不純物からなるＺｎ金属粒子との混合粒子の合計を１００％としたとき、該混合粒子
中のＭｇの含有量が０．０１～３０％未満であることを特徴とする、前記〔１０〕記載の
高耐食性塗料。
〔１２〕前記〔１〕～〔１１〕の何れかに記載の高耐食性防錆塗料が塗装された鉄鋼材料
であって、乾燥塗装厚みが２～７００μｍであり、前記細粒及び粗粒Ｚｎ合金粒子が塗膜
中に分散していることを特徴とする、高耐食性鉄鋼材料。
〔１３〕乾燥塗膜の最表層１０％厚さ領域での粒径０．０５～５μｍの前記細粒Ｚｎ合金
粒子の含有割合が、乾燥塗膜全体の粒径０．０５～５μｍの細粒Ｚｎ合金粒子の含有割合
の２倍以上であることを特徴とする、前記〔１２〕に記載の高耐食性鉄鋼材料。
〔１４〕前記〔１２〕または〔１３〕に記載の高耐食性鉄鋼材料を一部又は全部に有する
ことを特徴とする、鋼構造物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】

【表３－１】
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【表３－２】
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【表３－３】
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【表３－４】
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【表３－５】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００７２】
【表４－１】
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【表４－２】
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【表４－３】
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【表４－４】
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【表４－５】
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【表４－６】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】



(16) JP 2008-106235 A5 2012.4.12

【表５－１】
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【表５－２】
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【表５－３】
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【表５－４】
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【表５－５】



(21) JP 2008-106235 A5 2012.4.12

【表５－６】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
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【表７－１】
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【表７－２】
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【表７－３】
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【表７－４】
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【表７－５】

【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
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【表８－１】
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【表８－２】
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【表８－３】
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【表８－４】
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【表８－５】

【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
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【表９－１】
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【表９－２】
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【表９－３】
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【表９－４】
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【表９－５】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
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【表１０－１】
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
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【表１２－４】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
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【００８１】
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【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
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【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
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【補正方法】変更
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【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
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【００８４】
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【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
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【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書



(78) JP 2008-106235 A5 2012.4.12

【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
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【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正方法】変更
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【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
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【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
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